Satz des zureichenden Grundes und Kausalgesetz: Hegels Lehre von der faktischen Wahrheit by Yamaguchi, Masahiro
広島大学学術情報リポジトリ





















Satz des zureichenden Grundes und Kausalgesetz 
―Hegels Lehre von der faktischen Wahrheit― 
 








げた「充足理由律」(le principe de raison suffisante)1にあるが、ライプニッツはそれをア
リストテレス以来の論理的原則、矛盾律と峻別し､新しい原理として示したのである。それ
は、必然的真理(les vérités nécessaires)、永遠の真理(les vérités éternelles)、推論の真理
(les vérités de raisonnement)などと呼ばれる論理的真理に対して、事実の真理(les vérités 



















































































































における根拠を「形式的根拠」(der formelle Grund)、「実在的根拠」(der reale Grund)と名
づける(ibid.,S.302,307.)。形式的根拠関係の同語反復的な同一性は、そもそも根拠が「否定












































そこには、次のような「類比の推理」(der Schluß der Analogie)11が働いている。 
「一つのものの中で規定 B が規定 A と自体的に結合されている。第二のものには､一
方の規定 A のみが直接的に帰属しているだけだが、右の理由により、B もそれと結合
されている」(ibid.313.)。 
のみならず、第二のものにおいて A が B の根拠であること（A⁻B）も媒介され措定されて
いることになるのである。 










自己同一性への反省であるが、また本質的に「自己を疎外する反省」(die sich entäußernde 
Reflexion)である。根拠は自ら前もって措定したものに関係するのである。そして、この措
定されたものは「制約」(Bedingung)という意味を持つことになる。 
  A⁻B は A⁼B を前提する。A⁼B は A⁻B の制約である以上、後者から独立した無制約者であ
る。だがまた、それがそれ自身根拠を必要とするとすれば、「相対的な無制約者」(das relative 
Unbedingte)(ibid.,S.314.)にすぎず、制約から制約への無限背進を引き起こす。だが、それ




現しており、それは「自体的にある事象」(die Sache an sich selbst)、「直接的な事象」(die 
unmittelbare Sache)とも称される(ibid.,S.318f.)。そこにおいて、「根拠は自己自身に否定的















  さて、根拠の持つ否定的関係(die negative Beziehung auf sich)ないし自己関係的否定性





















































































































己同一的な規定性として同じく全体であるにかかわらず、自己同一的な否定性(die mit sich 
identische Negativität)として措定されたのである。前者は「普遍的なもの」 (das 
Allgemeine)、後者は「個別的なもの」(das Einzelne)と名づけられる(ibid.)13。 
但し、普遍的なものは､規定性を止揚されたものとして含むことによって自己と同一なの
であり､否定的なものとしての否定的なもの(das Negative als Negatives)である。そのこと
によって、それは個別性と同じ否定性である。他方、個別的なものは､規定されたものが規










bestimmte Einfachheit)もしくは単純な規定性(die einfache Bestimmtheit)となるのであ
る。それは、区別された両項の一にして同じ同一性を意味するものに他ならない(ibid.)。ヘ
ーゲルはここに､不透明な実体性を完全に止揚し、主体性の国(das Reich der Subjek- 
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(die objektive Allgemeinheit)を立て、個物をその契機と見なす「必然性の推理」(der 
Schluß der Notwendigkeit)が導かれねばならない(ibid.,S.118.)。 




















現象学』序文における「実体→主体テーゼ」の詳解と見なされよう。Vgl. Phä.d.G., S.18. 
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